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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 24,918 13.2 4,948 14.8 4,434 11.6 2,594 1.3
22年3月期第2四半期 22,009 △4.9 4,309 35.6 3,974 35.2 2,559 49.1

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 170.41 ―

22年3月期第2四半期 168.15 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 51,783 29,450 56.9 1,934.00
22年3月期 49,308 27,577 55.9 1,810.93

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  29,440百万円 22年3月期  27,567百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00
23年3月期 ― 5.00

23年3月期 
（予想）

― 10.00 15.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 48,500 7.8 8,800 18.7 8,150 16.1 4,850 7.5 318.60



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、この四半期決算短信の開示 
時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている連結業績予想等の将来に関する記述は、当社が現時点において入手可能な情報に基づいて 
作成しておりますが、実際の業績等は様々な要因により予想と異なる結果となる場合があります。 
 なお、業績予想の前提条件等につきましては、［添付資料］Ｐ２「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 
（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 15,222,800株 22年3月期  15,222,800株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  54株 22年3月期  48株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 15,222,751株 22年3月期2Q 15,222,752株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、中国等の新興国経済は需要刺激策による公共投資等の堅調な

内需や輸出の増加により生産の増加が続きましたが、景気が持ち直し始めた米国等の先進国経済では需要刺激策

の波及効果の弱まりや新興国向けの輸出の減速等により景気回復力は弱く、雇用も期待したほどには回復せず、

全体として景気回復は非常に緩やかなものになりました。 

わが国経済は、需要刺激策の波及効果により生産の回復が続きましたが、急激な円高の進行等により輸出の伸

びが鈍化し、企業も景気の先行きに警戒感を強めたため投資と雇用の過剰感が解消せず、所得・雇用環境の改善

が進まない中、景気回復のテンポは非常に緩やかになりました。 

このような経済環境の中で当社グループは、電気・電子部品事業においては、ＬＥＤバックライト光源を使用

したノートパソコン向けの細線同軸コネクタが順調に推移し、タブレットパソコンも好調な売れ行きを示したこ

とから、タブレットパソコン向けの細線同軸コネクタが好調に推移いたしました。また、無線ＬＡＮ用の超小型

同軸コネクタも比較的順調に推移いたしました。自動車部品事業は、日本のエコカー補助金の打ち切りを前にし

た駆け込み需要等により、回復基調を維持いたしました。また、設備事業につきましては、半導体市場において

一部に在庫調整の動きが見られたものの、設備需要の回復が続き、半導体樹脂封止装置等は概ね順調に推移いた

しました。 

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は24,918百万円（前年同四半期比13.2％増）、営業利益4,948

百万円（前年同四半期比14.8％増）、経常利益4,434百万円（前年同四半期比11.6％増）となり、四半期純利益

は2,594百万円（前年同四半期比1.3％増）となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して2,474百万円増加し、51,783百万円と

なりました。 

資産につきましては、流動資産は、受取手形及び売掛金の増加763百万円、仕掛品の増加487百万円及び製品の

増加455百万円、現金及び預金の増加375百万円等により2,035百万円の増加となり、固定資産は、工具、器具及

び備品の減少310百万円、機械装置及び運搬具の減少136百万円、建物及び構築物の減少116百万円等がありまし

たが、自社生産設備の増加及び連結子会社である松江第一精工株式会社の工場建設等による建設仮勘定の増加

1,051百万円等により439百万円増加しました。 

負債につきましては、流動負債は、支払手形及び買掛金の増加418百万円等がありましたが、1年内償還予定の

社債の減少1,617百万円等により1,248百万円の減少となり、固定負債は、長期借入金の増加1,783百万円等によ

り1,849百万円増加し、負債残高は601百万円増加の22,333百万円となりました。 

純資産につきましては、四半期純利益の計上による利益剰余金の増加2,441百万円及び投資対象国通貨との対

比で円高が進んだことによる為替換算調整勘定（借方残高）の増加556百万円等により1,873百万円増加し、

29,450百万円となりました。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

今後の世界経済は、中国等の新興国経済では生産の増加が継続するものの、先進国経済の先行きが不透明であ

り、全体としては欧米経済の先行き不安による消費の減退から在庫が増加し、生産増加の勢いが弱まることが予

想され、景気は一時的に減速するものと思われます。 

当社グループの平成23年３月期通期の業績につきましては、平成22年11月１日発表の「業績予想の修正に関す

るお知らせ」のとおり、売上高48,500百万円（前年同期比7.8％増）、営業利益8,800百万円（前年同期比18.7％

増）、経常利益8,150百万円（前年同期比16.1％増）、当期純利益4,850百万円（前年同期比7.5％増）を見込ん

でおります。  

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 該当事項はありません。 

  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

 これによる四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。 

  

  

   

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 12,657,027 12,281,956

受取手形及び売掛金 10,141,540 9,378,477

製品 4,012,676 3,557,388

仕掛品 1,944,717 1,457,123

原材料及び貯蔵品 1,028,416 1,129,658

繰延税金資産 908,201 987,553

その他 725,302 599,599

貸倒引当金 △4,933 △13,896

流動資産合計 31,412,949 29,377,862

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 8,060,016 7,930,296

減価償却累計額 △4,566,914 △4,320,298

建物及び構築物（純額） 3,493,101 3,609,997

機械装置及び運搬具 17,969,133 17,523,595

減価償却累計額 △11,682,786 △11,100,929

機械装置及び運搬具（純額） 6,286,346 6,422,665

工具、器具及び備品 14,705,939 14,222,805

減価償却累計額 △12,601,174 △11,807,356

工具、器具及び備品（純額） 2,104,764 2,415,448

土地 3,414,041 3,407,810

建設仮勘定 2,281,244 1,230,060

有形固定資産合計 17,579,498 17,085,983

無形固定資産   

その他 1,628,032 1,650,279

無形固定資産合計 1,628,032 1,650,279

投資その他の資産   

繰延税金資産 439,150 442,554

その他 743,182 771,177

貸倒引当金 △18,880 △18,880

投資その他の資産合計 1,163,452 1,194,851

固定資産合計 20,370,983 19,931,115

資産合計 51,783,933 49,308,977
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,239,022 1,820,578

短期借入金 5,999,643 5,700,247

1年内償還予定の社債 285,000 1,902,500

未払法人税等 1,686,002 1,756,147

賞与引当金 923,976 1,008,024

その他 1,936,768 2,131,676

流動負債合計 13,070,413 14,319,173

固定負債   

社債 130,000 272,500

長期借入金 5,136,519 3,353,363

繰延税金負債 1,341,918 1,304,394

退職給付引当金 806,319 790,432

役員退職慰労引当金 209,368 221,086

その他 1,638,467 1,471,015

固定負債合計 9,262,592 7,412,792

負債合計 22,333,006 21,731,966

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,287,940 5,287,940

資本剰余金 4,812,216 4,812,216

利益剰余金 22,714,770 20,272,919

自己株式 △160 △140

株主資本合計 32,814,766 30,372,935

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 10,240 21,828

為替換算調整勘定 △3,384,175 △2,827,433

評価・換算差額等合計 △3,373,934 △2,805,605

少数株主持分 10,095 9,681

純資産合計 29,450,927 27,577,011

負債純資産合計 51,783,933 49,308,977
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 22,009,414 24,918,415

売上原価 13,859,569 15,369,262

売上総利益 8,149,845 9,549,152

販売費及び一般管理費 3,840,218 4,600,849

営業利益 4,309,626 4,948,302

営業外収益   

受取利息及び配当金 25,529 20,098

和解金 40,000 40,000

デリバティブ運用益 142,430 －

その他 50,383 51,028

営業外収益合計 258,343 111,126

営業外費用   

支払利息 106,779 99,279

為替差損 460,864 473,873

デリバティブ運用損 － 31,086

その他 26,091 20,961

営業外費用合計 593,734 625,201

経常利益 3,974,235 4,434,228

特別利益   

固定資産売却益 59,096 5,089

貸倒引当金戻入額 － 8,661

特別利益合計 59,096 13,750

特別損失   

固定資産売却損 659 5,709

固定資産除却損 88,932 43,952

たな卸資産廃棄損 － 34,414

その他 － 17,288

特別損失合計 89,592 101,365

税金等調整前四半期純利益 3,943,739 4,346,613

法人税、住民税及び事業税 1,587,573 1,631,790

法人税等調整額 △203,492 119,909

法人税等合計 1,384,080 1,751,699

少数株主損益調整前四半期純利益 － 2,594,913

少数株主利益又は少数株主損失（△） △86 835

四半期純利益 2,559,745 2,594,078
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 該当事項はありません。  

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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